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外
務
省
職
員
の
国
会
議
員
へ
の
わ
び
状
提
出
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

『
現
代
』
二
〇
〇
七
年
四
月
号
が
休
職
中
の
外
務
省
職
員
で
あ
る
佐
藤
優
氏
の
「
帝
国
主
義
外
交
の
成
果
、
そ
し
て
資
質

な
き
外
交
官
の
罪
」
と
い
う
論
文
（
以
下
、
「
佐
藤
論
文
」
と
い
う
。
）
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い

る
か
。

二

「
佐
藤
論
文
」
に
、

「
一
般
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
外
務
省
で
外
交
政
策
策
定
や
交
渉
に
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
が
課

長
だ
。
北
朝
鮮
を
担
当
す
る
山
田
重
夫
北
東
ア
ジ
ア
課
長
が
何
と
も
頼
り
な
い
人
物
な
の
で
あ
る
。
態
度
も
尊
大
で
、
か
つ

腹
が
な
い
。
筆
者
は
一
月
三
十
一
日
に
東
京
高
等
裁
判
所
刑
事
第
五
部
で
控
訴
を
棄
却
さ
れ
、
一
審
の
懲
役
二
年
六
ヵ
月

（
執
行
猶
予
四
年
）
と
い
う
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
（
即
日
上
告
）
。
高
橋
省
吾
裁
判
長
は
一
九
九
九
年
当
時
、
条
約
課
首

席
事
務
官
を
つ
と
め
て
い
た
時
期
に
山
田
氏
が
鈴
木
宗
男
氏
に
渡
し
た
手
紙
の
一
部
を
読
み
上
げ
た
。
『
外
務
省
の
首
席
事

務
官
（
外
務
省
特
有
の
ポ
ス
ト
で
あ
る
、
他
の
行
政
官
庁
で
は
筆
頭
課
長
補
佐
に
相
当
す
る
）
が
、
内
閣
官
房
副
長
官
に
対

し
わ
び
状
を
提
出
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
異
常
で
あ
り
、
そ
の
文
面
も
、
私
の
発
言
、
行
動
が
、
同
僚
に
傲
慢
な

一
方
的
な
も
の
と
の
印
象
を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
私
が
至
ら
な
か
っ
た
故
で
あ
り
、
深
く
深
く
反
省
し
て
い

一



ま
す
な
ど
と
屈
辱
的
な
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
』
。

要
す
る
に
山
田
氏
は
鈴
木
宗
男
氏
が
怖
か
っ
た
の
で
、
鈴
木
氏
に
近
い
筆
者
が
進
め
よ
う
と
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
学
者
を

日
本
に
招
待
し
、
袴
田
茂
樹
青
山
学
院
大
学
教
授
、
田
中
明
彦
東
京
大
学
大
学
院
教
授
な
ど
を
テ
ル
ア
ビ
ブ
で
行
わ
れ
た
国

際
学
会
に
派
遣
す
る
こ
と
が
支
援
委
員
会
協
定
に
違
反
す
る
と
認
識
し
な
が
ら
、
サ
イ
ン
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
カ
ネ
が
違

法
に
支
出
さ
れ
た
と
い
う
認
定
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
判
決
が
事
実
と
か
け
離
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
認
識
だ
が
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。

山
田
重
夫
氏
は
鈴
木
宗
男
氏
が
怖
い
か
ら
、
違
法
行
為
に
加
担
し
、
わ
び
状
ま
で
提
出
し
た
と
い
う
東
京
高
裁
の
認
定
が

真
実
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
人
物
に
対
北
朝
鮮
外
交
を
担
わ
せ
て
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
。
鈴
木
宗
男
氏
が
い
く
ら
怖
い
と

い
っ
て
も
、
核
兵
器
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
も
っ
て
い
な
い
。
東
京
高
裁
の
論
理
に
よ
れ
ば
、
山
田
重
夫
氏
が
北
朝
鮮
当
局
者

と
交
渉
し
、
『
こ
の
書
類
に
サ
イ
ン
し
な
い
な
ら
ば
、
貴
様
を
締
め
上
げ
て
や
る
』
と
い
っ
て
く
れ
ば
、
山
田
氏
は
日
本
の

国
益
を
毀
損
す
る
よ
う
な
文
書
に
署
名
し
、
更
に
金
正
日
宛
て
に
わ
び
状
ま
で
提
出
し
か
ね
な
い
人
物
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二



三

一
九
九
九
年
に
山
田
重
夫
氏
が
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
に
対
し
、
「
私
の
発
言
、
行
動
が
、
同
僚
に
傲
慢
な
一
方
的
な
も

の
と
の
印
象
を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
私
が
至
ら
な
か
っ
た
故
で
あ
り
、
深
く
深
く
反
省
し
て
い
ま
す
」
と
の

文
面
を
含
む
わ
び
状
を
提
出
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
わ
び
状
の
写
し
が
外
務
省
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
。

四

わ
び
状
は
行
政
文
書
か
。

五

北
朝
鮮
を
担
当
す
る
外
交
官
に
朝
鮮
語
の
知
識
が
必
要
と
外
務
省
は
思
料
す
る
か
。

六

山
田
重
夫
氏
は
対
北
朝
鮮
外
交
を
遂
行
す
る
に
必
要
か
つ
十
分
な
朝
鮮
語
の
能
力
を
有
し
て
い
る
か
。

七

北
朝
鮮
を
担
当
す
る
外
交
官
に
北
朝
鮮
に
関
す
る
地
域
事
情
の
知
識
が
必
要
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

八

山
田
重
夫
氏
は
対
北
朝
鮮
外
交
を
遂
行
す
る
に
必
要
か
つ
十
分
な
北
朝
鮮
に
関
す
る
地
域
事
情
の
知
識
を
有
し
て
い
る

か
。

九

山
田
重
夫
氏
が
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
に
わ
び
状
を
提
出
し
た
真
意
に
つ
い
て
外
務
省
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い

る
か
。

十

山
田
重
夫
氏
が
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
に
わ
び
状
を
提
出
し
た
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


